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題目：シロアリに学ぶ木材の利用・加工法 

 

発表者：大村 和香子（生存圏研究所・教授） 

 

関連ミッション：ミッション 4（循環材料・環境共生システム）、ミッション 5（高品位生

存圏） 

 

要旨： 

木材・木造建築物の大害虫として知られるシロアリは、木材の主成分であるセルロースを、共

生微生物の‘助け’を借りて消化・分解して資化できる数少ない昆虫の１つである。イエシロア

リ Coptotermes formosanus やヤマトシロアリ Reticulitermes speratus では、リグニン含量が高まった

排出物（糞）を、土壌と混ぜて巣や‘蟻道’と呼ばれるトンネル状のシロアリの通り道の構築の

ために利用している。 

 

シロアリは種類によって、外敵への攻撃方法や巣仲間の保護方法が異なり、これに呼応して兵

蟻の頭部や大顎の形状に顕著な特徴が顕れている。このため外部形態によるシロアリ分類には、

兵蟻の大顎の形状が有効な区別点となっている。テングシロアリ亜科 Nasutitermitinae に属する

タカサゴシロアリNasutitermes takasagoensisは防御物質を発射しやすい形状を呈する。レイビシロ

アリ科 Kalotermitidae のダイコクシロアリCryptotermes domesticusは、開口部に頭部を詰める防御

を行い、物理的に外敵の侵入を阻止する。 

 

一方職蟻の大顎も、シロアリ種ごとの体の大きさや生態に応じて形状や性状が異なる。木材の

食痕（食い痕）も種によって特徴があり、これはサイズや形状、動きが異なる大顎＝刃物 で切

削・加工が行われた結果といえる。大顎は繰り返し木材を削っても耐えうる強靭性を有してい

る。大顎の強靭性は、大顎の表層～歯先に局所的に蓄積している微量金属や、大顎の付け根から

歯先に向けて高配向し、かつ多層構造を呈するキチンフィブリルなどに起因すると考えられる。 

 

 今後も木材害虫シ

ロアリの巧みな木材

利用・加工法につい

て明らかにしていく

ことで、豊かな生存

圏の構築に貢献する

新たな材料開発に繋

げていきたい。 
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